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実践論文

留学生による日本の主出或における「国際観光ガイドインターンシップ」実習の自己評価

Self-evaluation of‘International Tour Guide Internship' Practicum面aLocal Society in Japan 

by International Exchange Students 

恒松直美 （広島大学）

Naomi Tsunematsu (International Center, Hiroshima University) 

Abstract: 

This paper examines the selιevaluation of the ‘International Tour Guide’internship by international exchange 

s加dents. 百1eto凶 ofeight exchange students丘omChina, Korea, Gemlany, Australia, and Poland introduced出

guides the local historical museum which has exhibited the development of ship building technology in the region 

and出chistory of trade and diplomacy of Japan with foreign countries. In the internship practicum，血roughtheir 

cooperation with the local city hall officials and local power actors, international s加dentinterns had opportunity to 

practically apply their language skills and their specialized knowledge on local history to出eirprofessional work出

guides. This international experiential learning provided international students with new opportunities to acquire 

situated knowledge, to develop leadership skills to work with local people in Japan, and to examine their fu加re

career. 

Ke戸words: International exchange students, Internship in Japan, Tourism, 1ρcal society, Evaluation 

1. はじめに一本研究の目的

科医、は広島大判豆期実換留学フOログ、ラム帥吐m
U悶 sity独吟AlmrlProgram, H凶A)1fil-芋白台］けの「グロー

ノヤL化苛長インターンシッフ）授菊こ品、て言菰した匡V蓮見

j初、イド・インターン、ンッフ］に関すか昌芋生インターンの白

己諸回こ4 て考察する日相万1噌ご官芋してきた調主轄

の述鶏宰者主が士醐託一政と闘動し地方外型劫笠羅針百つ寸

る固君事島t力不｜汀実習は島知謀脚詰払となった造
脚司語版万緑を日オマ外交史明埜史とともに珂実留望国1

士出亦〉人々 lこ伝える実習σ灘｜見守協丹寸主宰主主が日本
珊干と国勝J矢口見を生かし社出萌副こより±tl披と対争澗

倒こをら-B本として雄東・15t自白こ4 て提案じ判f知を実践

知として活村守一陰体験である点在あとLもうっ的寿世

間骨拘留官主胡財つり刻じ多様な匡存生川臣苅愛ンステ

ムを樽棄し多文他生を得買として士出痴1攻と闘動したことlこ

あ＆材高寸土θ手謂lこ関する官望的自国輔ち漸した

須玉~留袖う1 「主柏」は醐畏と閥動する備鮮習

σ革調ご関ずQt問やその自己五平肺府開土日本でiま椅操

であ五本寿司~j:｛！胡こ却ナる多文似性味白豊明世鶏｜佐

治澗昌される中其文イけ生と時り'lit！！文対ヒと朽ミ錯する場を

構築し新しし欄〉りを生み出した出或と闘っる多；）（flj:性や

異文悼輔暫渇前でi話都宮（胸）による多対出性lこお

ける教員による教育吋料づくり岬開ヰ，江成~201刀によ

る沼主ブラ、メル人の子どもぽ出設でぴ浸け対11こ対する日本

川主知奇麗周査など留者民外国人~苅差とし、う視的達

らσ浦町芳蹴ミ見G;f泊中畑l別列国人をま若抑橡

とし寸足える見僻ら言殴個人J寸として士帥方〉まちづくり

に教画したり外国人の卦貴司桁〕リータ二ーとしてi思量する主

体として捉える見解へと多対出性骨折問繰しつつある

点制いてし、るが外国人ギ昌宇品3「対等」の立場で刻扱と

僕わる完蕗冴弼出まだ刊う弾蚕じむずJおも成人へと変

容する過程で価値観を形成しつつ学びの意味付けを

する時期にある留学生の主体的取り組みに関する自

己評価の考察は，留学生が大学外の地域と関わり社

会体験を持つ意義や異文化性と日本の地域文化とが

関わり合う教育現場の持つ意義を考察する機会とな

る。外国人留学生の受け入れ拡大の戦略が策定され
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る現在（丈音防ヰ学省2013:2・3），留学生による日本の地

域行政との協働学習に関する自己評価から得られる

示唆は大きいと考える。

エ 本研究の背景：対診欄投持オ宰潤捗朗自臨
とインターンンップ自己剤取滞院

日本企業が留学生の採用で重要視する項目として，

日本語能力と日本のビジネス習慣や企業風土の理解

を挙げる傾向があり（神谷， 2010），多国籍の留学生が

日本語と英語を使用し文化多様性を活かしつつ日本

の地域や団体と関わる実践の研究は国内で発展して

いない。多国籍チームのマネージメントや異文化に

適応できる専門家育成の教育に関する海外の研究と

して人ゐronchenkoら（2015）によるロシアの大学にお

ける多国籍の学生によるプロジェクト型授業の研究，

アメリカの大学でのインターンシッフυで、異文化に対

応できる学びを促進する研究（Canadyら， 2011），異文

化に対応可能なカウンセラー育成に関するインター

ンシップとアカデミックプログラムの研究（Petersら，

2011），多文化問カウンセリングにおける異文化理

解能力向上のための有効的訓練と異文化理解能力の

個人的評価指標の研究仏1an1白eら，2001）がある。また，

カナダと中国の大学生による多国籍学生のプロジェ

クト型学習f本験に基づく学生のスキルと自信向上に
関する研究但rennanら， 2013）など異文化問能力育成

の教育方法の研究の発展が見られる。

インターンシッフo~平価指標については国内でも発

展が見られ，例えば，高等教育の質保障や学生支援の

充実の視点からのインターンシッフ。の再検討（手嶋

2010）ラインターン、ンップ履修学生と受け入れ施設・

企業の意識調査の比較分析（竹沢ら2011），インターン

シッフ。参加学生の満足度と企業の学生評価との関連

性の研究（亀野ラ2011）などがある。海外の研究では

学生・企業・大学の視点からのマーケティング分野

のインターンシッフ。の目標・構造・評価の研究（Alpert

ら， 2009），海外インターンシップにおけるスキル活

用に関する研究（Feldman& Bolino, 2000）などがある。

しかし，文化多様生を持つ留学生が日本の地域と協

働する実習に関する留学生の自己評価の研究はまだ

ない。

Vandeveer and Menefeeο006）は，国際的体験学習

の価値として，外国語でコミュニケーションをとり

企画を進める実体験によるエンパワーメント，快適

ゾーンの外での予想外の状況との遭遇による深い学

び，慣れた状況外でのインタラクション，地域と国

際との関係性に関する課題，文化と社会の機能に関

する学びなどを挙げている。本研究は，留学生が，異文

化性と日本文化が交錯し行動様式のモデルのない大

学外の環境で，自身と他者との関係性を把握しつつ

行動することを要する場での学びの自己評価である。

3. 地域の多文化共生推進と国際観淵長興に関わる

留学生の社会体験の意義

地域と協働するプロジェクト型インターンシッフ。

の成功の要因として留学生と士出或の人々の双方に意

義があり，留学生が自律性を感じて内発的動機付け

を高めてエンパワーメントする（宮脇 2008,620-621) 

ことが挙げられる。 Kasitn&Al-Gahuriρ015）は研究者

ぱ現尭ずるコミュニティに対u田政前澗係と平身：Iパワ
ザ却系を神謀しつつ良好な関係を築き信頼を得ること杭必要

となると論じなEmrrelら加7；陶l兜l親弘同議ミ留学

生が地峡と協働し社会体験を持つ実習現場の構築に

おいて，多文化共生の地域創りと国際観光振興と連

携させることでラ留学生と地域社会の双方に価値を

生み出し対等のパワー関係を築けると同時に，留学

生と地域住民の異文化受容性促進と地域での新しし、

価値観の形成ももたらすと捉えた。

留学生は，日本の国際的観光振興による地域活性

化の施策に対し意義ある知見提供が可能であり，地

域を世界に開く一助となる。 1963年に制定された観

光基本法を全面改訂し 2007年に施行された観光立

国指韮基本I珂国土交通省観光庁iでは，「国際競争力
の高い魅力ある観光地の形成J（第 12-14条），「観光

産業の国際競争力の強化及。潅見光の振興に寄与する

人材の育成J（第15条・ 16条）等が掲げられ，観光へ

の国際的対応の向上が示唆されている。また，総務

省が2006年に発表した地調羽ナる多対性由債衛施

策として，外国人を白書者・地調；立毛として誌散すそ調布のiど、

要｜封糖目され日；桁ヱ告書ょ人口減］，，"'-0戎抗策として，日

オヰ主急成鞘相馬草存生の多対出牲は出或まちづくりの

キーパーソンとしての劉耳切克l地調主民錦こ文ナする多
対位性ぴ－：？~苦悩芽省〉，な砂糖昌されてし注長門の

造船歴史館のある呉市倉橋町の人口は2015年3月末

日時点で， 5,901人で，高齢化率（65歳以上）は，46.4%3
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の現状に鑑み，地域で留学生の若い力と新しい知見

を活用したいとの声も強し、。本研究は，留学生による

体験学習の自己評価に加え，留学生聞の異文化性の

接触と異文化性が日本の地域文化と接触する場が生

み出す意味と課題を提示するものと考える。

4.国婦問イド・インターンンッフ難方背景と実習椿

却15年2月に斯創智丁「毘帆翻関白にお、て実

施した匡隣島tガイドインターンシッフ1実酢耳語抜ひ拘

留若韓国こqγて造法本命睡万葉監攻防E当教自立地或

閣緒とi携しつつ留学初来日後万調講えjご~2014年6

月・7月に10月開始の本実習の企画の承認、のための

会議を呉市役所産業部観光振興課及び地域関係者と

開催し，留学生の外国人の視点を地域活性化の施策

に生かす教育の場の構築の意義を伝えた。密警封土

却14年9月荊こ来日し，10月末に開催した「長門の造船

歴史館の国際的広報の施策」公開国際セミナーでは，

歴史館の広報の施策案として，「倉橋（長門）島にお

ける歴史の物語ツアー企画」，「倉橋造船歴史館の国

際化について」を2グループ（各グループ4人）が発

表した。日月ア旬鶏ヤ蛭阿韓航E.ifJt:.こ均十呈聾損・留

学生・荷予期調系者Iこよる盆義を開崖し教員制昌恥もと留

学制械した3日骨漢動〉予定表を搭対語命した 10

月から実習まで毎週授業を行い，日本社会におけるマ

ナ一等に関する講義と実習の指導を同時に進行させた。

ガイド完制措J鋼板活関場撮・日和別交史・倉橋

町吏げ身する矢居留商号松要としfこため，控聾績明嗣こよ

り腔越臨澗は的をビデオ撮彰した学封主各階の展示

品の解説を作成したりビすらす却顕してガイドの反復

練習を行った。 2月 14日～16日のうち，14日の午後

に予行演習を行い，15日は倉橋フェスティパル参加

とガイドを調整して行った。16日は，午前にガイド実

習，午後に地域関係者と反省会を行ったO 担当教員は

全行程で観察・指導・助言を行い，地域行政への電話

連絡や電子メーノ同車絡の実践も学生に体験させた0

0 呉有創郁丁「関取湖盛期直！万掴鶏動切イド

2月15日は約l時動日；補と指前コガイドを特有と需拡

各l回ずり2人寸Tった 16日は蔚陣静観動閣鵡駒浦

即〉由時限イ］－－／くスツア寸 (14名劾ゆを台酉した

両日σ1璽越伊豆方問者数は127名で、あった。

2) 呉市「倉橋フェステイノ〈ル」のステージ出演

地域団体が地域特産物の販売等を行う産業祭である

「倉橋フェステイノ削館17回目）のステージ劾附子った

インターンは倉橋島問ミラシティアガイド広会と持こ仕蹟

しガイド紹介，倉橋町のおみやげ品の提案，その投票

依頼及U殺票結果発表を行った。地誠関係者の報告

では本年度の参加者数は約1万2千人とされる。

3）倉橋のお土産品とマスコットの投票依頼

インターンが宣伝のプラカードを持ち，会場にいる

地域の人々に投票をお願いして回り行動力を試され

る場となった。投票の総合計は約120票で、あった。

5.調査概要

5.1調査対象者とその背景

本調査の分析対象を2014-2015年度「グローノミル化

支援インターンシップ」受講者で，2014年10月の準

備開始から2015年2月のガイド実践までを含む「国

院韓見光ガイド実習」を行った広島大学短期交換留学

ブロログラム但USA）留学生8名とした。ガイド実習実

施H寺点での留学生の詳細を表lに示した。 4

表1.留学生8人の特徴。015年2月時点）

国 韓国・中国・オーストラリア・ポーランド・
ドイツ（5か国）

性別 女子学生4人・男子学生4人

学部・大学院 学部生6人・大学院生2人

年齢 21歳（4人）／20・22・23・27歳（各1人）

日本在住歴 2014年9月末～
2015年2月＊1人日本の

小学校lこ2年通学（中国出身）

専攻
文化人類学・情報テクノロジー・日本語・日
本研究・政治学・国際ビジネス

上級レベル6人（中国4・韓国1・ドイツ1)
中級レベル2人（オーストラリアトポーランド1)

日本語能力 ＊「上級」は授業の受講が可能なレベルとする
本ドイツの留学生は「中級」と位置付けられるが，
日本語でガイドに挑戦したため『上級』とした

母国語者1人（オーストラリア）・上級レベル

英語能力 2人（ポーランド1・ドイツ1)・中級レベル
5人

（中国4・韓国1)
＊「上級Jは授業の受講が可能なレベルとする

ガイドでの 日本語使用6人（中国4・韓国1・ドイツ 1人）・英語
使用言語 使用2人（オーストラリアトポーランド 1)

出典：筆者作成

5.2調査方法

本布院では，2014年10月の授業開始時の企画準備

から2015年2月のガイド実習までの全行程の教員に

よる参与観察と2015年2月末の実習後のインタビュ

ーを基に分析する。実習終了後， 「評価カテゴリ

ー」・「評価項目（概要）」・日平価項目（詳細）」を提
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示した自己言刊面シート（表 2）を学生に配布し，3月初

旬，各項目について1～2時間のl対lの半構造化イ

ンタビューを教員の研究室で行った。日本語上級の

アジア圏の学生は日本語日本語中級の西欧圏の学

生は英語で、行った。 HUSAプログラム参加の語学要

件は「英語又は日本語で授業の受講が可能」であり，

十分意志の伝達が可能であると判断した。詳細に渡

り指導した教員と学生との信頼関係をもとに学生の

ナラティブにより自己評価を引き出し，評価項目に

関する語りを即コンビューターに全て文字入力した。

開始前に，話したいことのみ自由に話すこと，秘密

を厳守し本人の特定が可能な形で論文等に記載しな

いなどプライバシーへの配慮を明確に伝えた。

5.3調査内容

留学生による実習の自己評価の指標を決定するに

あたり，前述した先行研究の評価項目を参照すると

ともに，文化多様性を持つ留学生が日本の地域と協

働で企画を男子するために必要となる「1.日本語・

日本文化」， 「5.異文化瑚卒」の言判面項目を含め総括

的に自己評価を行う指標を考察した。留学生が行政

令出掛乃人々 と闘勤さ莞習をオ子うた瑚ミ必要となる能力・描巨

などの力を総合的調える「翻面カテゴリー」として，1.

日本語・日本文化，2.他者との連携，3.仕事の理院4.

人間関係形成能力， 5.異文化理弊，6.汎用的技能， 7.

キャリア構想の7項目を設定した。さらに，調査カ

テゴリーを「開面項目（概要）」に分類し，その下位

概念として「割面項目（詳細）」を設定した。

6.分析と結果

6.1分析方法

留学生と地域行政及び地域団体との関わりや文化

多様性を持つ留学生聞の人間関系の構築に関わる評

価や自身のスキル・能力評価を含む多角的な自己評

価という点から，学生のナラティブを重罰見し，教員

が指導する過程で観察した学生の困難も含め分析し

た。学生の述べた内容は多岐に渡り，複数の項目に関

連性があるため，インタビュー後，記録した内容を最

も適切と思われる項目に整理し直し，アジア圏（中

国・韓国） 4人と西欧圏（オーストラリア・ポーラ

ンド・ドイツ） 3人とで分類し，表を作成して考察し

た。アジア圏4人に関する表の一部を抜粋し示した

（表 3）。さらに「課題」（学生が今後の成長課題とし

て捉えている内容）と「達成・成果」（学生が習得し

たと捉えている内容）に関する要約を「アジア圏」と

「西欧圏」に整理し一部を提示した（表4）。

6.2分析結果

6.2.1 実習におけるインターンの使用言語

アジア圏の留学生は日本語を使用し，西欧圏の学

生は主に英語を使用した。西欧圏の学生は日本語能

力が中級であることから困難を感じたと想定で、きる

が自己評価は低くはない。その要因として実習への

表2.自己開面シートの評価項目

評価カテゴリー 醇価項目｛概要） 解価項目｛詳細）

1. 日本語・日本
1)8本語能力 企業・市役所等との電子メールでの連絡文化

企業・市役所等との電話対応・仕事における
日本語使用

2）日本文化理解 日本社会の肉・外や上下関係を意識した対応

2.他者との連機 外部と連携する力 地域企業・市役所等の訪問・会議時の儀礼

地域企業・市役所等との電話・メーJレによる
連絡

市役所等・地域の人々との関係性の構築

3 仕事の理解 仕事についての理解 担当する仕事の目的目標の理解

仕事の内容と流れの理解

4.人間関係軍事成 留学生イン告ーン聞の連
チームワ ヲ能力・協調性能力 自陣・地場の人々との連携

人間理解・他者と円滑に人間関係を構築する
能力

決断力（チームの中で決定を導〈力）

責任感（責任感を持ってメンバーと仕事を進め
る力）

5.異文化理解
典文化コミュニケーション能

文化や価値観の多様性の受容
力

異文化の人とのコミュニケーション能力

6 汎用的技能 1)礼儀作法・マナー 挨拶

身だしなみ

実習中の言葉づかい

2）知蹟応用力（実行力・能 自分の持つ知識を仕事に活かす能力（情報リ
動的行動能力） テラシー）

子ヲノロジーを活用する能力（PCなど）

創造性目新しいアイデア幸生み出す力

問題を理解・偲握する能力・課題発見力

問題解決力

仕事を計画するカ（計画力）

3）態度・志向性（社会人
論理的思考力

基礎カ・就臓基槌能力｝

活発な討論能力

リーずーシップ・積極性

他のイン聖ーンに働きかける力

情報を他のイン告ーンに発信する力（発信力）

チャレンジ精神・探究心

ストレスコントロール力・忍耐力

元気・明るさ

分からない三とを質問し、教えを請う態度

7.キャリア構想 キャリア目機の設定 自分の特性についての気づき・自己発見

将来の進路の展望

出典：筆者作成
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挑戦の評価や教員の前で謙遜する態度を示す意識が

アジア圏の学生と比較し薄いことが挙げられる。

6.2.2インタビューの分析と参与観察

次に各評価項目のインタビュー内容を参与観察と

も関連づけつつ分析し提示した

1. 帥語・日本対七町帥舗助

「日和灘耐守して自儲V-tv'Jと遊くるな乙上下関系

ザ司と外と叫期靖生をtE握しお直方品質百患部犯要となる

現耕輔鎚こより，担会も必要とされる日；持論!31JO痛さや文化

瑚暫宜藁舵読識し自己を厳しく内省してしも会語夜、聞き

尉1ftv官扮を子規l片る重費量こ気づくなど難易動肩L、日

持菌防を珊宇す砂町を習専しつヨあそ』公初場でぴ勝司吏

用や日；柏守語踊試江槽卒を高めるた向ζよりν'YW滴し、

イ齢留学生を観察L浮淵嗣こあとL

1. 帥語・日本対包 2）日本対陸軍拝

情肋も高くなっわ，昨田切羽むとれ央卸送時んで

瓢をし℃のようは鵬指導訪業まる釘酪静J渉

力回欄こより日柏端[JJ溜専を実惑していと』「まだ匙

寸I~士会と違う。学註j"(JJも尊重，「学生で甘えさせてくれ

る」カもは字自淵3翻こ捌オl減却諸制司えとL

醐勘〉留者以琳刻回朝刊葉監吐露しつつ，仁インタ

ーン、ンッフなuaえただ槻ljjj典、される『外国刈jと述1
j申すでり槻｜跡、と芳話料瞳是知る重現在を措商した

2. 儲以漣携 例都芯験するか

メ寸Wヲ書き方帯封j長以l主l.;O:注き物など人八ι対；芯
有印3力事院けlたとj企叱「人がとても優しくて本当の佳事

もできるj，昨E手と平等」は出場司自七〈ι貢献となる仕事

により何らカの力を発揮したこと〈伺咽て強み

3. 仕事域型拝駐車こ~，－て伺鞠

明静男l皆て牡軌容と仕事分旦ぴ撤回ファイルを瀬川旨

瞥〉もとlこ何支tcj言丁すと五管総亘じ「大愛錨揖こなつわ，

「感動しねと猷貫主走持ち仕事をする厳U糠と努力

f0l;を動うされてしも「経蜘沙7弘治もどうしたら良くな

るσ功労からftv'JなどF感、もあと』拒躍す引也η挙協仕
事右偶函主膝して実践力をゴナようと模索する姿もあった

4. 入居蹄轍賄助笹芹些インターン間積載・糊η

人々 とd醐
「チームワークJ，ト人ででき引士事'Jttv'C'.思う。個生を

予解して，自分のできる範茸て壮事はチ）ムワークによる成

呆J毛羽面であり，「考え方違う。同じ冒で常連う。全然」，

「一緒こ陪艶角軟して仕草をする」，は対側同信過を

乗り越え.1h1i1Jし対輔鯛咽であとLレザィを人として深く

知ることができ沖出瑚青楓じた双方の思L淘惑じ取も

表 3.自己評価に関する留学生インターン（アジア

Eへのインタビュー内容（一部抜粋）
＼ 乱、民令 、町、、、、、、、

留学生イン聖一ンの特徴
＼ 

＼ 出身地域 アジア（4人）［中国・韓国］
＼ 日本語能力 上級
＼ 

＼ 英語能力 中級（簡単な会話は可能）
＼ 

専攻 日本語・文化人類学・情報テクノロジー＼ 

評価カテゴリー 調査項目（概要） 調査項目（詳細） イン9ピュー肉容

1.日本語・B1）日本語能
企業・市役所等ともっとすごい人遣を見た．ここに1年からいる。

本文化 カ
の.子メーJj,で上手な人。私も勝負根性ある人。時間的なもの
の連絡 関係なく、自分は下手、と実感している。

友達とのコミュニケーションはできるが、上の人
と話す時、表現がビピる。外国人だから理解し
てくれると思うが、日本人と日本人と思うと未
熟。外国人の学生という立場としては。自分は

企業・市役所等と
日；本の敬語に対して自慣がない．本本電子
メール、電話応対。まだ勉強が必要じゃないか

の電話対応・仕 な、と思う。怖い、という感覚はなくなった。＊キ
事における日本 今は、ほかの学生のメールをみたら、笑う。失
語使用 礼。名前も連絡先も、ない。他の友達の見ると

笑う。＊＊いろんな人と話し合う時もガイドをし
た時も、力が高くなったと思う。今でも分からな
いが、あてることができる。外国人には分から
ないことが多いので、想像する能力が重要。
あれは自信ある。あたりまえのものが多かっ
た。距離感なかった。生活の部分は違うかもし
れませんが、組織生活は似ている。［自国は］
もっと厳しい。もっと強制的。意見とかは絶対出
さない。柿言葉使いを除いたら、行動自体は自
信あり。＊＊最初に挨拶とか、（倉橋フエス子イ

2)8本文化 日本社会の内・
パル）ステージに行った時にも。自治会長に挨

瑳鱒
外やよ下鴎係を 拶に先生と行った。その前の自分には考えられ
意識した対応 なかったo＊＊自分はあまい、と恩った。＊＊

「肉」「外J理解できる。日本独特の文化。本市
日本の社会の中で、意識。相手に対する感謝。
＊＊企業とか、連携、について理解できて、知
識も活用も、前よりよくできると実際に、人と話
し合って会議したり、話し合ったり、実際に応用
して身に付けたと思う。

出典：筆者作成

ね， Cインターンシッフ7ょua主主コり律劫りわとの匪欧
匿仰望主η音見から本実罰事故イゆ留者出申非降生んだ

こと粉かを』宇宙井田克安Yこ瑚さ導入したノミディ市l働ミ

学錦弥必然的鶏粧姓ん布、Q,Iv＼引ち7議離を持

4士会人と謝叫土おもしぶ1，仕出頭の人も褒めてくれたJ,

噸臨むくなっわなど地或とWプ」がり話揃し刀、a
5. 異対医醗健対住コミュ功ーション官E力）
アジア酢芦者団ミ匪闘動コ留学依潟三Hより個人を重要

視すそ吊怜仕事を自由l」捉える発問調ぽ感、を見世西

閥動芦油土アジア酢ヌ控の仕事ぺつ寝耳叡湧面目すぎる

と述叱H姻時(2011）は対回世田監漕布でJ町四球団彰

費ヨヨとして集丑主義と個人手義明彊成イ荒鞍'.O))塾、を増ず

ているが鼻~采瞳や仕事吋要議ljさげ止する西羽車η望主

味鞠こイ来、て例稿をアジア酢理回世叱｜司事ζア
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ジア勘芹自主尭叡ず荊民身旨る思考を掌ぶ割未から

も西現璽η望担草劫陀要望してい＆「酬ミ人とカ持調と

カずジア圏Y杭人達とコミュニケ）ションする日哉君翠度ず
るJ，「アメリカ，カナタなと官矧寺前ヌ望臼主有望人。ヌ詫主とは

完走LfJV'Jと述内ミ留望国ち講堂す忍耐肝沖実齢鞍自虫乃

場となり異対ゆ（珂瞳見を体験する場となったと詞面した

色調用鋪EOネ［鰯憎・マト
大学舛の公市乃掘で味矧克用など柑義万鶴レベ

ノレを厳しく詞面してし注 暢髄：麹tt.詰性と寅ナてし、
f~ 年自壊う。ブ窃土た変ですボ明土り価由堤う。
日；特主主当捕安しんのでザ註σ瀞尊は厳しくて当然」か
らは授業で習得した柑義守続醐司こ関し自白羽娠を

実惑してし注錆義昭薄華腸で教員から併翫市刀めて

t舟伊迎賓自こ気づくなど「自分1まあまし1と掴爾しf4,
6籾用吐蟻 2）失嚇ぴ肋備主力・能動管鷲墳帥

目玉村埜史明出哀史を鰯虫して日本め人に伝えわ智樹こ

より日；特長当ヰ司ヒしたJ商都喚起されたり，賞賛された

ことで自身句者包惑を実惑してし乱世会η頭重均jょこ

と治ナをした日蔽Eでかなおももっとi培、ものを知りたし1
とフイザレドワーク4 事耕を増しだ詫闘も丸町耳目がで

きる」との臨めもデザモイシ背肋を自主英語て沸鵠愉レポ

ート剖倣しだ出説諭陸自剤師陸枕ヤミ「rジネスの
授業て対むね鈎ミIt:こy切りわと鶏主卸糠歯~対志

。渥離を吐露した封本討躍u語甘する医離協議し刀、a
f将兄や人の立場土どう寸前Jj辛断できる劫当と仕草をする

うえで江総合式的不足を戒める姿もあり，三討議覇食封建五圃呈

表4. 「課題』・「達成・成長』の観点から抽出された概念（アジア園・西欧圏）（一部抜粋）
アジア闇 警護隊聞

評価カテゴリー 評価項目｛概要〉 評価項目（詳細｝ 「標題』に闘する肉軍事の r連成・成長』に闘す r際量IJIこ車置する肉容 『達成・成長』に闘す
要約 る肉軍事の重喜納 の要約 る内容の要約

企業・市役所等と
日本語能力がより高いイ 悶本社会の電子メール 公式の場で通用する電

1.日本膳・日本 ンターンによるより高い臣 や電話のマナーの習 子メールや話し嘗業の
文化

1）日本語能力 の電子メールでの
揖 得の習／得メールでの礼儀 習得連絡

場面やヒエラルキーに応じ 相手に分かりゃすい方 日本人との~流に対し 日本語能力の高い他
企業・市役所等と た図本語の敬語の使用／ 3去で伝える霊葺要性の理 ての積様約態度／大 のインターンの観察に
の電話対応・仕事 異なる世代の人が話す臼 解／知らない宮本語を 学外の社会人と対話で よる雷舘と行動練式の
における日本語使 本語曹を理解するカ／奮い x脈から忽像するカの きる日本語能力の習得 学ぴ
用 たいことを的確な表現で 習得 ／公式の場で使用でき

伝える力の習得 るB本語能力の習得
社会・組織における仕事 自身の国のよ下関係 日本社会での外国人
において自分の立場を辛I] の概念との類似に基づ への特別扱いと日本人
断し動〈カの習得／岡本 〈自信／日本的マナー に対する現実的見解／
社会で期待される行動様 を実践の場で習得／ 実際のインタラクション

白本社会の肉・外
式の理解 現実的場面での肉と外 による日本の上下関係

2）日本文化理解 や上下関係を意識 の理解／実践の場で についての理解／よ

した対応 応用したことによる日 下関係を理解して敬語
本語の実践的能力の が使用できる他のイン
習得 ターンの観察による敬

語の理論的理解／忌

本ル社キー会のに観お察けると理とエ解ラ

挨拶・メールの書き方

2 他者との連 外部と連携する 地域企業・市役所 の儀礼と確認作業の瑛

携 カ 等の訪問・会議時 解／人との対応の仕
の儀礼 方についての学び

地域企業・市役所 相手の気持ちを考えつ
等との電話圃メー

つ性外の部理と解遁携する重要
ルによる連絡

市役所等・地域の
自分のアイデアを伝え
る力の習得／日本の人々との関係性の
社会人と対等の立場で構築
仕事に従事した経験

出典：筆者作成

で苧守主主し、と教員カヰ縛した

刷用吐靖153）鶴支・調生鮎凱基礎力・蔵覇躍描臨め）

［インターンンッフ1土自分カ考えfこことを言える」なと育観的
に動く価甚告識してしも友人展開とある御方組こリーダP

ーとして隔を問時灘LV'Jと過ぎく人を動通凶画詮

進める医離を出露したガイドd筒首ては練習したりft'f昌
したりみIJ説清闘士すこも1など実智識貯仕事をした

こと〈の自倍近い叱また「普通訴主計体を痛めて学

ぶも味、と思うカミ令耳ガ常手十てしも、と思う」のように

菊敷町溜鞍高く謂面し憎かる

7. キャリア糟恩（キャリア冒僚埠悲白

自分Uつ方窃庁L

「もつと勉虫したし'J, It劫吟のままできるものな8Bもし
ろくfJI;'aもっと協t防法で貯こ川と勝首説お艇した
イ殉あった難易動濡Lボイドり魂却も瞳望主でもでき

るJと手ごたえ記茜じてし、＆日本留者こより将予防苅ャリア

を決定する意思が自身の丈量不即若轍こより憂溶し号脹

つム4
 



問題自己肘三間丸丸王局担つ方で梅除決闘；これ

から晴田監！献す重朝並教員的伝抗日材開伽留

学白土「日；者間寺号音でなくともイ砂日オヰ」守歌できる」と述

べ自国での日本刈向け勧tガイドなど日本と闘っる仕事め

可育首長捜索してい＆「端技白泊分カ瀕甘する価酪伝

えf司ことで自分。瑳劫時謹話を思決氾士との期総合九

＆ 経論

留者協同蹴出持主会と仕臣許可闘動て牡事をする場で期

待される対凶怯撞包土日本ほ出城士会域腫包であり行軍様式

ちあとLそれJゴ｜闘志して布めて士出摸顔面刈理事司事崩れると

言っても過言でliftv），実醐豪州蹴主会合あり，出場η規

範こ基3き運営消首オ1之環寛て主主留望回明町場前て評

価され現勢叫院訪湖寺される制型袋駅減り行きであろ

う。岡部ζ蕗司こよるガイ問題井など住同諸爪ル千輔鮪7も

たら柑枚仕多樹生砲合する榊~葺学生繍雪合ある

からこそ糊｜将刊面される面もあと九習塾自身弐出線な

グ／V-ーブを構古することて井直に異なる思考様式を争む也、

＆そσ場調銭淵或と御率事l佐南蔓乃日持論肋を持オ葺

学出寺島1日；柏場者範をもとは世姉攻とヅ与がり，多匡陪

の群生（！）！峨薮直前事制問閉経費揚をもたらす1掴

があとL柄欄土布梅酢中可顧客情愛され湖国人と

いう立場を超えて地支と闘っる実習乃場で留整助湖殴様

性をJ吉かし且本として日本同世城主会とσ1謝つり方を諸議昔

誤して探る調楠鎚こq yて：醇望主治2自i宝有面したものである。

異対日輸肋争つけるlコ持筆頭句ヰ蚊イゆ人と学習する

場封毒害することが必婁であと九盟加I乃時明日吉苦情と

多文イrr其主持騎の劉議場親島扮聞こ関する棟地こか、て，
異文僻騎輪肋ほ形里山岸1妨，l閉そ苧生観睦初耳本

的茸動筏謁と多3町出世或・省資こおナるフイ吋レ時酸

て親龍王lミ必要匙劉安説質・古l31J7苅院儲筏1蝋）など

から伺える異文イ間較前多元｜生を摺商しゥつ，間部こ却ナる

そσ耕議防亦是組ヤミ多対t担当読をお、て学ぶ~然

性捌く。本莞酌井抱としで留望埠取得制陛ィ及拡

と留望封こよる時蹴出場ぜ湖；芯とし、う羽田こ料、て異

対町布涜わり方を陸型国春守護静観した隔もそ九福島

(2014: 143-145）は， 「『グ、ローノミル化』は国民国家が

保証する単一のコミュニケーション空間を複雑化・

多元化し，固定的なアイデ、ンティティを可変的で文

脈的・関係的なものとする」と論じているが，本研究

の実習現場は文化多様な留学生と日本の地域文化と

が交錯する可変的かっ多元的な文化空間で、あった。

本研宛こ却ナる留誰の自白羽田式日；特長摂理腸で司直

切J扮然続轍有と社会人とU潤降助など日和珂苦境拡

に関する言明面と，異なるイ岡醐』を持培望出抑却荊齢中で、

皆で協勤し命耳を菊子する丈両1砲とし、う二重η歎る対七

的パラダマムで自身を開面するものとなった留整担＃出或

と。繍つりの中で；内と外や上下関殺す醸した日柏守護様

式を背尋しようとし留者百訂で1諒寺普や日本語を相自こ学習

しつつ身な引回醸影王朝軌を直めようと桔害者した自らの力

て主面識を習尋し白吐fj!者自身の可制銭感じJ離しそ

の価直を再編悲し東陀fJ't幾会へとヴ初てし、＆留誰σ頼
弄討も見えてきたの主主j松山富望仕掛惑が対働靖生

に対芯する力をゴナてし、く教育と布院わ必要雪生色あとL宮警主

による対協樹監~討柏切蜘2その→長を提示し刀、＆

【注】

(1）以後「広島夫者語提苅無牢台。ログラム。量世:rirrn

um也叫曲坊A加mPr噂加】）」を rHUSAフ。ログラム」

と科すとゐ広島大事式加15年11月時京ヌミ北米・ヨーロ

ッパ・オセアニア・アジアの24カ国66大学及び2コン

ソーシアムと全学院を繍古し？毎輸相名問社鮪群

生を約1年間室町Ahてしも。

(2）国土交通省観光庁ホームページにある「観光立

国描隼基本法（条文）」参照。

(3）呉11「年齢別人口統計」（住民基本台帳）（平成27

年3月末現在）参照。

（の2015年2月末不慮の事故により学生の1名が死

亡したためインタビ、ューは7名のみとなった。
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